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Juxtaposition of the Cardiac Auricles in a Calf
TAKAYUKI MURAKAMI (Faculty of Agriculture, Miyazaki University, Miyazaki 880) et al.

SUMMARY

Right-sided juxtaposition of both auricles was observed in an 8-month-old Japanese black calf.
The anomalous left auricle was located to the right of the aorta between the right auricle and the
right anterior vena cava. The heart was associated with ventricular septal defect, double outlet
right ventricle, and double anterior venae cavae. During life, two-dimensional echocardiography
showed the origin of the aorta from the right ventricle.

要 約

8ヵ 月齢の黒毛和種で両心耳右側 近位 を認 めた.左 心耳は大動脈 の右方で右心耳 と右前大静脈の

間に位置 していた.本 例には心室 中隔欠損,両 大血管右室起始,重 複前大静脈な どが合併 していた.

生前 の臨床検査では超音波検 査で大動脈右室起始が認め られた.

両 心耳近位15)とは,両 側の心耳が並 んで大血管 の一側

に位置す る先天異常で,DIXON6)に よってjuxtaposition

と名付 け られ,わ が国では併列20),並 列10,14,21),側列17)な

どとも呼 ばれている.こ の両心耳近位には両 心耳が大血

管の左方 に位置す る左側近位 と,右 方に位 置する右 側近

位 に区分 される.ヒ トの場合,両 心耳右側 近位は両 心耳

近位の13～17%4,5)に しか認め られず,現 在までに13例

が報告されてい るにす ぎない2～6,11,16,22).ヒト以外の発生

例は,ラ ッ ト胎 子において両心耳左側近位の発生が知 ら

れてい る10).今 回,8ヵ 月齢 の黒毛和種において,両 大

血管室起始,心 室 中隔欠損(以 下,VSD),重 複前大静脈

を合併 した両心耳右側 近位に遭遇 したので,そ の概要を

報 告す る.

1.生 前 所 見

患畜は黒毛和種の雄で,4ヵ 月齢までは順調 に発育 し

たが,4ヵ 月齢時に粗飼料の給 与を開始してか ら右腹部

膨大 と下痢が現われ,5ヵ 月齢時に下痢 との稟 告で上診

し,心 雑音が発見 された.

6カ 月齢時の検査では体重121.5kg,体 格 ・栄養状態

は ともに普通で あった.下 腹囲が軽度膨満 し,糞 は軟泥

状 を呈 していた.眼 結膜は正常.元 気は よ く,騒 いで暴

れた後 もあま り呼吸 は乱れ ないが,左 下胸部で強 い収縮

期雑音が聴取 された.

AO: 大 動 脈LA: 左 心 房PA: 肺 動脈

RA: 右 心房RV: 右 心 室

写 真1 断 層 心 エ コ ー 図
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血液検査 の結果,RBC 1,189×104/mm3,Hb 12.6g/dl,

Ht43%,WBC 8,400/mm3で 軽度の赤血球増多症が見

られた.胸 部X線 写真 では,単 純側面像で心陰影 の軽度

拡大が認 め られ た.超 音波検査(Aloka SSD-710)で は

右 第4肋 間か らの四腔断面描 出像で,心 房 中隔の右心房

側 への著 明な偏 位 と右心室壁 の肥厚が,ま た左第3肋 間

か らの右心室流 出路の描出像(写 真1)で は,肺 動脈へ

の右心室流 出路 の狭窄 と大動脈右室起始な どが認め られ

た.

本例 はその後 も慢性 の下痢 が持続 し,さ らに7ヵ 月齢

時 に肺炎 を併発 したが,加 療 され ることな く8ヵ 月齢 で

死 亡 した.な お,母 牛 は本例 を含 めて9頭 の子牛 を出産

してい るが,他 の子牛 は異常 な く成長 してい る.

2.剖 検 所 見

全身的 に削痩著 し く,頸 部 と胸部 の皮下お よび後肢 の

筋 間には水腫 が認め られた.胸 腔 には淡黄 色透 明の胸水

を少量 含み,肺 胸膜 は白 く肥厚 し,一 部 は肋骨胸膜に癒

着 していた.肺 は暗 赤色で硬 結 し,小 気管枝 内には膿汁

を満た し,顕 微鏡的には出血性 化膿肺炎 のほか,う っ血

間質の水腫な どが認め られた.小 腸 は集合 リンパ節 の腫

大 とカタール性腸炎の像を呈 し,肝 臓,膵 臓,腎 臓な ど

には顕 徴鏡的に うっ血が認め られた.右 精巣は右 腎に接

して,ま た左精巣は骨盤腔近 くに位置す る潜伏精巣であ

った.

心臓はやや大 きく,重 複前大静脈,VSD,両 大血管右

室起始を合併 した両心耳右側近位(写 真2)で あ った.

左外頸静脈 と左鎖骨下静脈が合流 した左前大静脈は右

前大静脈 とほ ぼ同大で,右 前大静脈に合流す ることな く,

AO: 大 動脈BC: 総腕頭動脈

LA: 左心耳LAV: 左前大静脈

RA: 右心耳RAV: 右前大静脈

RV: 右心室

写真2 心臓の右側望

左 内胸,左 肋頸,左 奇,大 心静脈 などを受け入れ,冠 状

静脈洞 を介 して右心房に流入 していた(写 真3).

右心房は拡張 ・肥厚を呈 していた.心 房 中隔 は右心房

側へ膨隆 して肥厚 し,と くに右心房側の心内膜肥 厚が著

し く,卵円孔は完全に閉鎖 していた.右 房室 口は拡大 し,

右房室弁は三尖弁で,各 弁尖の遊離部は肥厚 していた.

右心室(写 真4)は 拡張 して心尖近 くまで達 し,壁 は

軽度肥厚 し,中 隔縁柱は欠損 していた.乳 頭筋 は大・小・

動脈下乳頭筋 の3種 が認め られた.室 上稜が左方 へ転 位

しているため動脈 円錐は明 らかな狭窄を示 し,肺 動脈 口

AO: 大動脈LA: 左心耳

LAV: 左前大 静脈LV: 左心室

PT: 肺 動脈幹RV: 右 心室

写真3 心 臓の左側望

AO: 大 動脈LA: 左心 耳

LAV: 左前大静脈PT: 肺動脈幹

RA: 右心耳RAV: 右 前大静脈

RV: 右心室TV: 右房室弁

VSD: 心室 中隔欠損

写真4 右心室の内景(前 方 より)
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も長 径2.1cmの 楕 円形 を呈 して軽度の狭窄を示 してい

た.肺 動脈弁 には異常 は認め られず,肺 動脈幹は軽度拡

張,動 脈管は閉鎖 し て い た.室 上稜の右後方には長径

1.5cmの 楕 円形の高位VSDが 存在 し,こ のVSDの 前

背方 で室上稜 の右背方 には径2.4cmの ほぼ円形の大動

脈 口が存在 し,両 大血管右室起始が観察 された.

肺静脈 は異常 な く左心房に連絡 していた.左 心房は肺

動脈幹 の後方 に位置す るが,左 心耳は全体が大動脈の右

方 へ完全 に転位 して右前大静脈 と右心耳の間に位置 し,

両心耳右側近位 を呈 して左心房 全体が拡 張 ・肥 厚 してい

た.

左房室 口は軽度狭窄 し,左 房室弁は2枚 の僧帽弁 で,

そ の中隔尖は左心房側へ膨 隆 していた.左 心室は拡張す

るが肥厚 はな く,2個 の乳頭筋が存在 し,左 心室の流出

路はVSDの みであった.

顕微鏡的には,心 筋線維の空胞 変性や 間質 の水腫,さ

らに左心室の心内膜 に近接す る部位 では限局的 な心筋線

維の壊死 と線維化が認め られ た.

3.考 察

両 心耳近位 は,そ の単独奇形であれば,ま った く機能

的 な障害 はない と考 え られ るが,ヒ トの場合,本 異常の

92%に 大血 管転位が,そ の他,右 心室欠損や低形成(71

%),右 房室弁閉鎖や狭窄(40%)な どの重大な心奇形が

合併す る といわれて いる11).ま た,本 異常は小児科病院

で死亡 ・剖検 された子供800例 中6例22),完 全 または修

正大血管転位症の患者100例 中4例5),重 度のチ アノー

ゼ性心奇形の患者83例 中4例9)に 検出 されてい る.

今回の観察例は,VSD,両 大血管右室起始,重 複前

大静脈を合 併 した両心耳右側近位 である.牛 ではVSD

と両大血管右室起始は心奇形 の中では高頻度 に 認 め ら

れ12),両 者を合 併 した5才 の例 が報告 され ている13).著

者 らの観察例は,剖 検では心筋 の変性 ・壊死,軽 度 の全

身性 うっ血が認め られ,生 前に,心 奇形 に基づ く障害が

まった くなか った とはいえないが,慢 性の下痢に肺炎を

併 発す るまでは,体 格,栄 養状態,元 気な どに著 しい異

常は認め られなかった.本 例 の心臓では,右 心室か ら起

始す る大動脈 口がVSDの 前背方 に位置 してお り,左 心

室 か らの動脈血がVSDを 介 して大動脈へ入 りやすか っ

た もの と思われ る.ま た,肺 動脈への流出路であ る動脈

円錐 は狭窄 しているが,そ れは肺への血量を異常に減少

させる程 の狭窄で はない と考え られ る.

両 心耳近位 の形態発生は複雑で十分な説明はな されて

いない1).発 生初期に直線的な管状であ った心筒は心臓

の発育 とともにS字 状に右方へ屈曲 してdル ープを形成

す る.左 側近位の場合はそのdル ープの屈 曲が不十分 な

ため,原 始心房が動脈幹の後方 まで回転す る ことがで き

ず,動 脈幹の左方に とどまった まま両心耳へ と分 化が進

ん浴結果生 じると考え られてい る6,11,18,19).いっぽ う,

右側近位の場合は,心 筒 が正 常時 とは逆方 向へ屈 曲 して

1ル ープを形成 し,原 始 心房 が動脈幹 の右方 に回転 した

ために生ず ると考え られ6,11,18),したがって,そ れには心

室逆 位が ともな ってい る.し か し,1ル ープにおける左

側 近位4)やdル ープにおけ る右側近位2β,5)が存在す る こ

とが知 られてい る.さ らに,ト リパ ンブルーで実験的 に

作出 した ラッ トの両 心耳近位 では,左 側 お よび右側近位

が心 ループの方 向 とは無 関係に現れ ている7,8).このよ う

に,心 筒の異常ループ形成 だけ で両心 耳近位 の発生 を説

明で きない場合 もあ る.今 回の観 察例 では,右 側 の心 室

は中隔縁 柱は欠損 しているが,室 上稜 と3種 の乳頭筋 が

存在 し,三 尖弁 を介 して右心房 と連絡す る解剖学的右心

室であ り,左 側 の心室は2個 の乳頭筋 を もち,2枚 の僧

帽弁 を介 して左 心房 と連絡す る解剖学的左心室 である.

以上 の ことか ら,本 例 も例外的 なdル ープにおける右側

近位 と診 断され る.
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「獣 医 学 と 魚 病」 に 関 す る シ ソ ポ ジ ウ ム 記 録(IV)

〔日本 学術会議獣 医学 研究連 絡会主催,獣 医学会共催,昭 和58年11月28日,日 本学術会議講堂〕

移 動 に と も な い 新 た に 発 生 す る 飼 育 魚 類 の 寄 生 虫 病

ア マ ミ ク ド ア 症

中 島 健 次*

権威 ある 日本学術会議の,こ の よ うな素晴 しい会場に

お きまして,私 の寄生虫観 しいては疾病観を も一変 さ

せ るきっかけ とな りました.あ る虫の話 をさせていただ

け ます ことは,誠 に あ りが た く,無 上の光栄に存ず る次

第で ござい ます.

ある虫 とは,Kudoa amamiensis(原 生動物亜 界,Myx-

ozoa門,Myxosporea綱)で あ ります.と ころで,本 綱

に属す原虫は,従 来,膠 胞子虫類 とか粘液胞子虫類 と呼

ばれ てお りましたが,ど うもこれで は長 た らし く何か と

不便で あ ります ので,研 究担 当者 といたしましては,簡

潔 に 「膠虫」(こ うちゅ う)と してはいかがか と考 えてお

ります.念 のため,漢 字 の本家で ある中国の魚病学者,

中国科学院水生生物研究所(武 漢 市)の 伍恵生博士に ご

相談 申し上げ た ところ,字 義 ・語感 ともによろしい,簡

称大賛成,と の ご支持が いただけ ました.そ こで,第93

回 日本獣医学会寄生虫病分科会(昭 和57年4月)に お

きま して,こ の旨ご提案 させ ていただ きましたが,幸 い

に して 「膠虫」 の簡称 が許されますれ ば,こ の ク ドア ・

アマ ミエ ンシスは 「ブ リ筋膠虫」 と的確 に表現で きるわ

け であ りま して,"あ まみ くどあ?何 ですかそれ は",

なぞ と獣 医師の先生方や学生 諸君 を とま どわせ るこ とも

な くなるであ りま しょう.

したが いまして,プ ログラムの演題 では,一 応従来 の

呼 び方 どお り 「アマ ミク ドア症」 としてございますが,

記念すべ き本 シ ンポ ジウムを機会 に,これ を「ブ リ筋膠虫

症」(Musculo-Myxosporiasis in yellowtail)と 改め させ て

いただ きた く,ご了承 いただけ ます れば幸甚 に存 じます.

また,つ いでに申 しますれば,本 虫はブ リにまった く無

害であ りまして,い かな る疾 患を も惹起す る ものではあ

りませ ん.し いて申せば,彩 しく寄生す る虫体 のために,

ブ リが不 自然なほ どまるまる太 って見え ますか ら,原 虫

性,も し くは膠虫性肥満 とで もす るのが妥当なのか もし

れ ませ んが,ブ リ飼育業者に甚大な損失を もた らす.こ

の観点か ら,い ささかため らいつつ もブ リ筋膠 虫症 とし

てお きます.い ずれ この問題につ きましては,し か るべ

き機会 に改めて検討 した く考えてお ります.

さて,前 置 きがたいへん長 くな って しまい ましたが,

これ か らお話す るブ リの膠虫害は,ブ リの生態 と密接に

関係 いた してお ります.

ブ リは,2月 か ら3月 にかけて,長 崎県の男女群島を

中心 とす る東 シナ海や薩南海域 で繁 殖 し,艀 化 した仔 魚

が流れ藻(ホ ンダワラ類)を 生活の よりどころ として発

育.モ ジ ャコと呼ばれ る稚魚は3方 向,す なわち,対 馬

暖流 に乗 って 日本海へ,関 門海峡 または豊後水道 を通過

して瀬戸 内海へ,お よび黒潮に乗 って太平洋岸を北 海道

まで北上 し,2年 ない し3年 後に,繁 殖のため南下す る

もので あ ります.こ の よ うな回遊魚を,そ の本来の生 活

圏で ない奄美 ・沖縄水域へ運 んで飼育す ることに よって,

思わぬ障害が突発 したわけであ りまして,最 初の事故は

昭和45年 に奄美大 島で起 こ りました.初 めて ここへ進

出したブ リ養魚場が,本 虫の被害に耐え切れず,大 赤字

を 出して3年 後に撤退 して しまい ました.

ところが,「 臭い ものには蓋を」 の業界特 有の体質に

よ りまして,本 虫の公表がス トップされ ましたため,昭*三 共株式会社化学研究所(東 京都 品川 区広町1-2-58)
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